
技術・家庭科(家庭分野)学習指導案 

指導者  前田 愛友 

 

1 日  時  令和 6 年 11 月 16 日（土） 第 3 校時（1０：5０～11：4０） 

2 学年・組    広島大学附属東雲中学校第 3 学年 1 組 計 2０名（男子 6 名，女子 14 名） 

3 場  所  中学校家庭教室 

4 題 材 名  エシカルアクションへの第一歩―消費行動が社会と環境に与える影響― 

5 題材について 

 SDGs とは，国連が掲げる「持続可能な開発目標」であり，2０3０年までに持続可能なすべての人々

にとってよりよい，より持続可能な未来を築くために，貧困や不平等，気候変動，環境劣化，繁栄，平

和と公正など，私たちが直面するグローバルな諸課題の解決を目指している。2024 年の日本の達成度は

167 カ国中 18 位で，過去最低順位だった前年(166 カ国中 21 位)から 3 ランク上がった。しかし 17 の

目標のうち，ジェンダー平等や気候変動対策など五つの目標が前年に続いて「最低評価」であり，2０3

０年までに達成できそうなものは 16％しかないといわれている。今の中学生 3 年生は，SDGs について

言葉では知っているが，どのような内容なのか，世界の中でどんな問題が起きているのかは具体的には

分かっていないことが多い。ただ、SDGs の取り組みが後約 5 年しかない，世界の中で様々な問題が起

きており，改善していきたいという意識は高くもっていることが家庭科の授業を行う中で感じられる。 

指導に当たっては，まず SDGs とは何なのか，社会や世界の中で今何が起こっているのかを考えさせ，

理解できるようにする。そして消費者として「選ぶ」という行為でどのように現状を変えていけるのか

をグループで共有し，実生活の中で生かすことができるようにする。 

 

6 教材（題材，単元）の目標 

（1） 購入方法や支払い方法の特徴，計画的な金銭管理の必要性，売買契約の仕組み，消費者被害の 

背景とその対応，消費者の基本的な権利と責任，自分や家族の消費生活が環境や社会に及ぼす影

響について理解するとともに，物資・サービスの選択に必要な情報の収集・整理が適切にできる。 

（2） 物資・サービスの購入，自立した消費者としての消費行動について問題を見出して課題を設定

し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなどして課題を解

決する力を身に付けることができる。 

（3）よりよい生活の実現に向けて，金銭の管理と購入，消費者の権利と責任について，課題の解決に主

体的に取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し，創造し，実践しようとする。 

 

7 指導計画（全 7 時間） 

時 学習内容 

1 自分や家族の消費生活を振り返る，物資・サービスの選択・購入 

2 多様な購入方法と支払方法 

3～4 売買契約の仕組みと消費者被害 

5～6 消費者の権利と責任 

7～9 消費行動が社会と環境に与える影響(本時 8/9) 

 




